

























* Chihiro Kinoshita Thomson: ニューサウスウエーノレズ大学アジアビジネス言語学科言語研究主任．
この小論は 1996年1月27日，愛媛県民文化会館で行われた日本語教育学会第五回研究発表会の発表論
文に加筆，修正を加えたものである．





































































































































年配の永住者の rシニア会」， r敬老会J，働く女性の rももの会J, 日豪の交流を計る「Austra畑






















































































































プロジェクトには四つの選択肢がある．学生は，口頭技術に重点をおいた OralSkills Clinic, 
漢字カに重点をおいた KanjiPower Building，将来日本語教師をめざす学生のための Junior
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